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　市議会では、議案などを専門的、能率的に審査するため、企画総務消防常任委員会、福祉病院教 育常任委員会、市民産業建設常任委員会の３つの常任委員会を設けており、24人の議員全員がいず
れかの委員会の委員に選任されています。
　各委員会では、効果的な審査が実施できるよう、それぞれに視察項目を定め、先進的に取り組ん でいる他の自治体を訪問し、調査研究を行っています。
　今後も、市政の発展と向上のため、調査研究に努め、活発な議論を行ってまいります。

常 任 委 員 会 視 察

　新座市の「にいざビジネスサポート」は、中小企業や
起業家支援を目的とした市直営の事業で、市役所内で中
小企業診断士が無料かつ伴走型の経営相談を提供してい
ます。補助金制度も充実しており、令和５年度にはIT導
入や事業承継支援などで実績を上げ、相談件数も年々増
加しています。
　官から民が主流の中において、あえて直営にこだわる
ことにより、限られた予算であってもきめ細かい対応が
でき、最大限の効果が得られるという先進事例でした。

10月28日（月）埼玉県新座市　・にいざビジネスサポートについて

市民産業建設常任委員会
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　調布市は、「映画のまち」として長年にわたり映画産
業を育み、市民参加型の映画祭「調布シネマフェステ
ィバル」を成功させてきました。この映画祭は、市民
が実行委員会を組織し、上映作品を人気投票で選出す
るなど、地域全体で映画文化を楽しむ仕組みが特徴で
す。また、映画制作体験や、世代を超えた参加型イベ
ントを通じて、映画が市民生活に深く根付いています。
　一方、本市には映画文化を象徴する仕掛けがまだ乏
しく、地域資源を活用した発信が課題です。まずは過
去の撮影作品を活用した上映会やトークショーを実施
し、映画文化の価値向上を目指すべきと考えます。

10月29日（火）東京都調布市　・映画のまち調布シネマフェスティバルについて2

　石岡市の朝日里山ファームでは、新規就農者支援を目的に
有機農業の研修農場を運営しています。研修生は夫婦単位で
２年間有機野菜栽培を学び、独立後もNPO法人アグリやさ
とから指導を受け、農業に必要な設備を貸与されるなど充実
した支援が行われています。独立後も多くの若者が農業を継
続しており、地域の農業振興に大きく寄与しています。
　一方、本市では水稲中心の農業から転作が進む中、有機栽
培の普及や後継者不足が課題です。視察を通じ、地域に根ざ
した農業支援体制の構築が急務であると感じました。

10月30日（水）茨城県石岡市　・農業法人による就農希望者の受入れと担い手づくり3
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常 任 委 員 会 視 察

　市議会では、議案などを専門的、能率的に審査するため、企画総務消防常任委員会、福祉病院教 育常任委員会、市民産業建設常任委員会の３つの常任委員会を設けており、24人の議員全員がいず
れかの委員会の委員に選任されています。
　各委員会では、効果的な審査が実施できるよう、それぞれに視察項目を定め、先進的に取り組ん でいる他の自治体を訪問し、調査研究を行っています。
　今後も、市政の発展と向上のため、調査研究に努め、活発な議論を行ってまいります。

　神戸市では、DXを活用し、市民サービスの質向上や職
員の働きやすい環境づくりを推進しています。行政手続き
の電子化やFAQ機能の充実などで市民利便性を高め、テレ
ワークやペーパーレス化により効率化を図っています。ま
た、数値化による効果測定で課題を可視化し、改善策を講
じています。
　一方、デジタル環境に不慣れな人への対応や窓口職員の
働き方改革が課題として残っています。
　市民満足度と職員の生産性向上を両立する取組が印象的
でした。

10月28日（月）兵庫県神戸市　・DXを活用した新しい行政の
　　　　　　　　　　　　　　　スタイルと価値の創出について

企画総務消防常任委員会
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　本市では、地震や線状降水帯など災害リスクが高まる
中、市民の危険予知力や備えの意識が十分でないことが課
題です。鳴門市では、平常時と災害時をつなぐ「フェーズ
フリー」の考え方を採用し、防災拠点の整備や教育現場で
の防災啓発、災害時にも日常的に利用できる施設運営を実
践しています。このアプローチは市民サービス向上と財政
負担軽減を両立させており、本市でも取り入れ可能な点を
提案し、市民の命と暮らしを守る仕組み作りに役立てたい
と考えます。

10月29日（火）徳島県鳴門市　・フェーズフリーな考え方を導入した
　　　　　　　　　　　　　　　防災対策について

2

　本市では雇用の選択肢が限られ、若年層への施策や地域住
民との交流が課題となっています。一方、西条市は移住促進
策に注力しており、空き家バンクやリフォーム補助金などの
住宅支援、仕事探しや起業支援、子育て環境の整備、移住体
験ツアーなど多角的な取組を展開。さらに、地域住民との交
流を通じて移住者が地域に溶け込める環境を整えています。
本市でも西条市の事例を参考に、住宅支援や地域交流を活用
し、移住者の定住促進を図る必要があると感じました。

10月30日（水）愛媛県西条市　・西条市の移住施策について3



2月定例会の日程（予定）

せら知お
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月　日 内　　容 時　刻
2月21日（金）
3月 3日（月）
3月 4日（火）
3月 5日（水）
3月 7日（金）
3月10日（月）
3月12日（水）
3月13日（木）
3月14日（金）
3月17日（月）
3月18日（火）
3月24日（月）

９︓30

開　　会

個人質問

予 算 常 任 委 員 会

福祉病院教育常任委員会
市民産業建設常任委員会
企画総務消防常任委員会

本　会　議
閉　　会

○令和６年11月７日（木）14︓30～16︓00
　プロシードアリーナHIKONE 多目的ホールで開催された議員研修会に周辺４町（愛知郡愛荘町、
犬上郡豊郷町、甲良町、多賀町）の議員ととも
に参加しました。
　「笑って再発見︕地元のいいところ」と題し
て、笑福亭笑助さんに講演いただきました。
　講演では地元の魅力を再発見し、その魅力を
最大限に生かして地域の発展に寄与するため、
地域の特性や資源をどのように活用し、地域振
興に結びつけるかについて考え方を学びまし
た。再発見した魅力を基に具体的な政策の提案
等を行い、地域のより良い姿を目指すための一
助となりました。

次の定例会は

2月21日開会です

彦根・愛知・犬上市町議会議長会議員研修会

　11月定例会より彦根市YouTubeチャンネルでの彦根市議会本会議のライブ配信
および録画配信が始まりました。
　下記ＵＲＬもしくは右記ＱＲコードよりご視聴いただけます。

https://www.youtube.com/playlist?list=PL0k4CV63IWVI2HuhxwJ81sm3wNnOE6glA

彦根市YouTubeチャンネルでも彦根市議会本会議のライブ配信が始まりました

ぜひ傍聴にお越しください。
　いつでも簡易な手続きで傍聴ができ
ますので是非お越しください。
　議場・委員会室ともに彦根市役所本
庁舎５階にあります。
　議場は定員45人、委員会室は定員
９人です。

本会議・委員会の傍聴の仕方
①議会課（本庁舎５階）で「傍聴人

受付簿」に住所やお名前等をご記
入ください。

②傍聴者用の議案書、アンケート用
紙、名札を受け取り議場または委
員会室へ

③お帰りの際、アンケートにご協力
ください。


